
1.17に学ぶ ～いろいろな状況を想定して～
今年は阪神・淡路大震災が発災して３０年となる節目の年です。とは言え、これからも１月１７日には、

犠牲者に哀悼の意を表するとともに、防災教育の授業や地震発生を想定した避難訓練を実施していくことに
変わりはありません。兵庫県教育委員会も「兵庫の防災教育」を推進していくために、震災の経験や教訓を
語り継ぐとともに、災害発生時に主体的に判断して行動する力、助け合いやボランティア精神等共生の心の
育成を図ることとし、防災教育の充実を「指導の重点」の一つに掲げています。
そこで、今年度の避難訓練は、避難中に余震が起こることを想定し、子どもたちが、どのように身の安全

を確保すればよいのか考えながら避難することをめあてに実施しました。昨年の能登半島地震のときもそう
でしたが、大地震の前後には必ずと言っていいほど余震が起きています。避難の途中に大きな揺れに見舞わ
れることは想定しておかなければなりません。階段ではどうする…、落下物から身を守るには…、目の前の
道が突然通行できなくなったら…、火災が起きたら…、そういった「もしも」の中を、落ち着いてあわてず
安全に避難するために、訓練や学習を続けていきたいと思っています。
避難訓練で運動場に整列した後、掲げた半旗の意味を説明し、全員で黙祷を

捧げました。そして、阪神・淡路大震災以降、北海道でも、東北でも、北陸や
九州でも、すなわち日本各地で大地震が続き多くの方が犠牲になっていること
や、地震以外の自然災害も含め災害はいつ起きても不思議ではないから、万一
に備え「自分の命は自分で守る」ことをしっかり勉強しようと呼びかけました。
さらに、私自身の３０年前の体験をもとに、災害ボランティアの活動について
話を付け加えました。
授業では、学年に応じて、震災当時の学習のほか、実際に大地震が起きたら

どうするか、いろいろな状況を想定して考えました。非常時に冷静に判断でき
るようになるためには、平素から考え訓練を繰り返し身近な人と話し合ってお
くことが肝要と心得ます。災害時に命を守る学習を今後も継続していきます。

～月行事予定表（別紙）とあわせてご覧ください～
★２月４日（火）の時程について

２月４日(火)は教員の多くが出張のため、５校時
までとします。１４時４５分一斉下校となります。

★２月６日（木）の合同学習発表会について
構教育集会所において、合同学習発表会を低学年

は１４時から、高学年は１５時５０分頃から実施しま
す。下校時刻が変更となっていますので、ご留意く
ださい（「下校時刻の変更について」参照）。

★2月１3日（木）の授業参観、学級懇談会について
標記のことについて、５校時（１３時４０分開始）

に参観授業を、授業後学級懇談会を実施します。子
どもたちは、１４時４５分一斉下校となります。

★３月２１日（金）の卒業証書授与式について
今年度の卒業証書授与式は、３月２１日(金)挙行

の予定です。昨年度同様５年生児童が在校生代表と
して式に参列します。４年生以下の児童については
参列せずに、式当日は自宅学習となります。

★来年度４月当初の「西っ子手帳」配付について
「西っ子手帳」について、「学校生活のきまり」

の他にも若干の見直しを行い、 ＰＴＡ理事会で承認
いただいたものを、来年度４月当初に配付します。

～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～
★「学校生活のきまり」の見直しについて

龍野西中学校の校則との整合性を考慮し、「靴下
の色」について、本日より、「白地」から「白･黒･
紺･グレーで、華美でないもの」に変更します。

★令和７年度家庭訪問の個別懇談への変更について
これまで、４月当初に家庭訪問を実施していまし

たが、令和７年度は、これを個別懇談に変更いたし
ます。日程と地区割りは以下のとおりです。

１４日(月)：南山公園・龍子
１５日(火)：構・田井・竹万・北山・土師
１６日(水)：新宮・小犬丸・長尾・北沢・住吉
１６日(水)：尾崎・小畑・竹原・布勢公園
１７日(木)：予備日
・時間：１３:３０～１６:３０ (１人１０分程度）
・場所：各教室

※春季休業中に上記の地区割りと時間帯で予定を組
み、４月９日(水)にお知らせします。来校可能な
日時が限定されることがあらかじめ分かっている
場合は、今年度中(２月･３月中)に、その旨、現担
任にお伝えいただけたら有難いです。
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（裏面もご覧ください）



《１月１１日（土） 子ども会「新春かるた大会」》
揖西コミュニティセンターを会場

に、スポーツクラブ ２１揖西西並びに
西小校区子ども会主催の新春かるた大
会が開かれました。高学年の部と低学
年の部に分かれ、個人戦で行われまし
た。表彰者は下記のとおりです。

《表彰》～受賞者のみなさん、おめでとう(敬称略、数字は学年)～
★子ども会新春かるた大会
高学年の部
優勝：狩野七海⑷、準優勝：小国結希愛⑹
がんばったで賞：山本優希子⑶・石田和輝⑷

低学年の部
優勝：松尾明花音⑵、準優勝：増永壮真⑴
がんばったで賞：山本朔太郎⑴・宮川隼人⑴

★たつの市子ども将棋大会高学年の部
第２位：義平隼二⑹

★たつの市小学生バドミントン大会
準優勝：石田結叶⑷

★西播磨小学生バレーボール大会
第３位：揖西東バレーボールクラブ
［本校所属児童…田坂葵⑷・東堤咲⑷・田坂岳⑵］

★ごみ減量化･リサイクルに関するスローガン
優秀作品：丸山大成⑹・尾上実柚⑸・山根光稀⑸

～揖西西小学校ＰＴＡからのお知らせです～
★PTA組織の改編について
たＰＴＡ規約第３１条に則り、１月２１日(火)に開催され
たＰＴＡ委員会において、来年度に向けて、部の改編
と名称変更、副部長の廃止等を行うことに決しまし
たのでお知らせします。変更理由は、持続可能な会
にするための活動の見直しによる改編です。

６部編制から４部編制に

①教育部(旧総務部＋旧教養部) ③施設部

②広報部(旧広報部＋旧育成部) ④保体部

副部長の廃止

〇各部構成メンバー「部長･部員」（旧｢部長･副部長･部員｣）

理事会の名称を連絡会に変更

〇連絡会構成メンバー 計10名（旧理事会18名）

Ｐ：会長1名･副会長2名･部長4名

（旧理事会：会長1名･副会長2名･部長6名･副部長6名）

Ｔ：校長[顧問]･教頭[庶務]･教員1名[書記](変更なし）

会長・副会長・部長の選出方法の追加事項

〇ＰＴＡ歴２年以下のご家庭は、選出の対象から外す

※他はこれまでどおり

★来年度当初の授業参観･学級懇談･PTA総会について
令和７年４月２５日(金)午後に開催します。ＰＴＡ

総会は、ここ数年「書面決議」でしたが、来年度は
体育館に一堂に会して開催するよう進めています。
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※学校外における活動の表彰については、学校に情報提供があったものを紹介させていただいております。
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前号に続いて「樹」を題材にした詩です。「木」と「樹」の違いについては、辞典で調べてみてください。
ぜんごう つづ き だいざい し き き ちが じ てん しら

低学年の人には難しい詩ですが、高学年ともなると、この詩が表現したいことが、きっと分かると思います。
ていがくねん ひと むずか し こうがくねん し ひようげん わ おも

特に６年生の人たちは、「卒業を前にした自分たちのことだろうな」と、気付いてくれていることでしょうね。
とく ねんせい ひと そつぎよう まえ じ ぶん き づ

かよわい苗木のようだったみなさんが、小学校６年間の課程を経て、心も体も大きくなり、そしてまだまだこれ
なえ ぎ しようがつこう ねんかん か てい へ こころ からだ おお

からも大きくなるだろうと作者は言っています。花を咲かせ、梢を伸ばし、葉を生い茂らせ、ますます成長して
おお さくしや い はな さ こずえ の は お しげ せいちよう

いくだろうと。

自分自身を樹に例えてみて、どのように花を咲かせ、梢を伸ばし、葉を生い茂らせていけばよいのだろうと、
じ ぶん じ しん き たと はな さ こずえ の は お しげ

前号で紹介した詩「樹の心」とあわせて考えてもらえたらと思います。
ぜんごう しようかい し き こころ かんが おも


